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食育の推進は、学校教育の現場においても学校給食や関連する教科学習、農業体験等を通じ
て積極的に行われています。
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小学校では、平成27（2015）年度に、学校の花壇で給食に使用する野

菜の栽培を始め、現在では学校の敷地内にある畑でも野菜を栽培・収穫し、給食として提供し
て食べる、「エディブル・スクールヤード」の取組を行っています。給食に必要な食材が思う
ように購入できなかったことをきっかけに、栄養教諭の発案で、自分たちで野菜を作ろうと考
えたところからこの取組が始まりました。現在では、栄養教諭が畑の栽培計画を作成し、玉ね
ぎやキャベツ、米や大豆等、１年間で約20種類の作物を栽培しています。畑の管理は食育担
当の教員と３年生の児童が主担当となり、地元の農家や種
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会社、障害者支援を行っている

農業団体の方の協力を得ながら行っています。農業体験は畑の栽培計画に基づき、各学年の年
間の学習計画にも盛り込まれており、「大好き！妻沼の野菜」をテーマに、１・２年生は生活
科、３・４年生は社会科・総合、５・６年生は社会科・理科・家庭科と関連付けて授業を行っ
ています。このように子供たちが授業で収穫した野菜のほか、地域の農家から提供される地元
産のにんじんや長ねぎ等を給食に活用しています。さらに、令和２（2020）年からは障害者
支援を行う農業団体が所有する学校の近くの水田で３年生と５年生の児童が米作りも行ってお
り、農業団体のスタッフのサポートを受けながらみんなで一緒に田植えや稲刈りをします。米
の収穫後、全校児童が昔ながらの足踏み式脱穀機で脱穀し、その米でおにぎりを作り、収穫祭
でふるまい、地域の方々へ感謝の気持ちを伝えます。この取組を通して、子供たちからは「自
分たちや他の学年が作った野菜だから、残さず食べよう。」といった声や、「もしかしたら、農
業は僕の将来の職業選択のひとつになるかもしれない。」という声があがっています。今後も、
農業体験を通じて食への感謝や農業への興味を引き出し、将来、地域の農業を支えていけるよ
うな心を育む活動に取り組んでいきます。

学校敷地内の畑で玉ねぎを収穫する様子 収穫祭の様子

地域における食農教育・農業教育の取組
事 

例
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また、令和５（2023）年４月に徳島県神
かみ
山
やま
町
ちょう
でテクノロジーやデザインを学びながら起業

家精神を養うことを目的に開校した神山まるごと高専では、学生自ら「まるごとファームクラ
ブ」を立ち上げ、地元の農家や食農教育を推進する民間団体等と協力しながら、野菜の栽培や
収穫に勤しんでいます。
まるごとファームクラブは、開校後初めて立ち上がった、30人規模の学生が所属する学内

最大の部活動です。発起人の学生は当初、個人の活動として農作物を育てられればと考えてい
ましたが、日常の風景の中に田んぼや畑がある神山町での生活を通して自ずと多くの学生たち
が農業に興味を持ったことで、たくさんの学生たちが集まり、正式な部活動となりました。
活動としては、基本的には学生たちが話し合いながら、自分たちで植えたいものや地域の

方々から頂いたものを中心に、ジャガイモなど数種類の作物を栽培しています。また、春から
秋にかけては地域の方から指導・助言を得ながら、田んぼでの米作りも行いました。活動に当
たっては、技術的な指導から農具の提供まで、地域の農家の方々やJA、NPOなど、様々な地
域の方々からの理解・協力を得ながら日々の農作業を行っています。
農作業の協力を行っているNPOや学校側としても、高専生が農業に従事することは、我が

国の未来を担う若者たちが農業への理解・関心を高め、持続可能な農業の発展にもつながるの
ではないかと好意的に捉えています。中山間地にある神山町での農業は、大型機械を導入する
ことが難しく、決して効率的に行えるわけではありません。しかし、こうした農作業を通じて、
学生自身が農業をめぐる様々な問題を痛感し、今後の農業にとってどのようなモノ・コトが必
要なのか、また、神山まるごと高専生として、テクノロジーやデザインの視点からどうやって
解決できるかといったことを考えるきっかけとなることが期待されています。また、雑草取り
や畝

うね
づくりといった一つ一つの手作業を通して、１つのモノをつくる達成感を得られたり、

日々の作業の中でトライ＆エラーを繰り返し、課題に対してどのようなアプローチをすれば効
率的かつ持続可能な形で解決できるかを学んだりする貴重な機会となっています。
今後は、収穫した野菜について、全寮制の学生の食を支える学生食堂で提供することや、道

の駅で販売することも視野に入れながら、「神山まるごと高専×農業」という新しい取組を更
に進めていきます。

農作業の様子 まるごとファームクラブの一員


